
３ 地域づくり小委員会の当面の検討事項に係るアンケート実施結果
について

事務局から、以下の設問毎にアンケート実施結果について説明が
行われました。

➀賢明な利用によって湿原の魅力度が向上する観光のあり方について

➁湿原の価値を活かした農業や漁業との連携のあり方について

➃その他委員の皆さんと話し合いたいことなど

➂今後の議論の進め方について

４ 今後の地域づくり小委員会の進め方について

アンケートの実施結果を基に地域づくり小委員会の進め方

について、活発な意見の交換が行われました。

情報の共有・整理を目的としたワークショップを行うこと

などが提案されました。

２ 地域づくり小委員会参加団体の取り組み状況の報告について

地域づくり小委員会参加団体の取り組み状況として、

(一社)釧路観光コンベンション協会から釧路湿原散策ツアーの

紹介、NPO法人タンチョウ保護研究グループから地域づくり

活動の説明などが行われました。

１ 第１回地域づくり小委員会のまとめの報告について

事務局から、以下の項目毎に第１回地域づくり小委員会の
まとめの報告が行われました。

➁観光などの地域振興による湿原の賢明な利用に関する意見

➂地元産業との連携の検討に関する意見

➃湿原の利用に関するガイドライン・ルールづくりに関する意見

➄産業やくらしにおける環境や景観への配慮に関する意見

平成２８年９月２８日（水）「第２回 地域づくり小委員会」が開催されました。

■開催概要

▲第2回 地域づくり小委員会（平成 28年 9月 28日 ）

■地域づくり小委員会とは

地域づくり小委員会は、地域産業と連携した湿原のワイズユースにより、湿原を保全・再生し、将来にわたり地域産業

が豊かになる取組を進めるために設立されました。今後は、賢明な利用によって湿原の魅力度が向上する観光のあり方と、

湿原の価値を活かした農業や漁業との連携のあり方について、議論を進めていく予定です。
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「第２回 地域づくり小委員会」が平成２８年９月２８日(水)
に釧路地方合同庁舎５階共用第１会議室で開催されました。

小委員会には、２７名（個人９名、１２団体１２名、関係
行政機関６機関６名）（一部兼任）が出席し、一般の方も傍
聴されました。

議事では、事務局から第１回地域づくり小委員会のまとめ
の報告、地域づくり小委員会参加団体から取り組み状況の報
告がありました。

その後、地域づくり小委員会の当面の検討事項に係るアン
ケート実施結果について事務局から説明したのち、小委員会
で議論したいことや小委員会の進め方について話し合われ、
活発な意見の交換が行われました。

➀地域づくり小委員会の進め方に関する意見

〇NPO法人タンチョウ保護研究グループの地域作り活動

〇(一社)釧路観光コンベンション協会・釧路湿原散策ツアー
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５ 意見交換

委員間で意見交換・提案等が行われました。

●委員長 委員このようなことが話し合われました。

●これまでの湿原との向かい合い方は、人の暮らしと「VS」

であったが、これからは「共生」。自然の恵みを人間の社
会が上手に頂けないかというスタンスでいられればよい。
湿原と人の暮らしが相容れないものではなく、新しい価値
を見いだせる委員会になればよいと思う。

●釧路湿原の役割としては、知床のような100%ピュアな自

然ということではなく、人間が参加しながら循環の輪を断
ち切らないということ。循環型の経済・社会・自然再生に
どう繋げていくのかというのが、釧路湿原が国立公園にな
った最も大きな意義ではないかと考えている。

●釧路湿原は国立公園という枠があり、出来ることと出来な
いことがある。そこを明確にした上で循環型の観光・産業
などを考える必要がある。どこまでが今生きている我々に
とって許されるのか、将来、子孫にどのような形で残して

●アンケート結果や議論されていた内容を見ても多岐にわた
る意見が出されており、地域づくりということを考える上
でテーマになることがたくさんある。これからテーマをい
くつかしぼってグループに分かれて議論するという形が考
えられるが、その前段階として、情報を出し合って共有し
たら良いと考える。アンケート結果や課題などを地図上に
落とし込んで視覚的に分かりやすくし、情報整理したら良
いのではないか？まだ皆さんで一緒に議論しようという雰
囲気や形もとれていないので、グループに分かれて、今現
在の活動の現状、課題、やりたいことの３つくらいをテー
マに、委員間の交流と情報の共有・整理を目的としたワー
クショップを行うことを提案する。

●ワーキンググループに分かれて作業を進めるのは良い考え
だと思う。その際にグルーピングは網羅的なグループを作
って頂きたい。例えば経済や農林業に関するもの、観光に
関するものなどいろいろあると思うが、事務局と委員長に
網羅的なグルーピングを作って頂き、人を割り振って頂け
ればと思う。
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たくさんの人数では議論が深まらないので、グループに分
かれる。各グループについては、特定の層に偏らず、幅広
く網羅的にバランスのとれたグルーピングでという意見。
異論もないようなので、そのような形で進めさせて頂く。
この小委員会の具体的な進め方として、「自然再生・ワイ
ズユースを前提にした観光」と「農業・漁業その他産業と
の連携」と大きく二つのテーマが設定されているので、そ
れをベースにして各委員の希望も取りながらグループ分け
をさせて頂き、それぞれのテーマで議論して、その結果を
小委員会で共有し、議論するような形で進めたい。大きな
テーマやグループ分けについては、事務局と相談の上、提
案させて頂き、皆さんと決めていくこととする。

いけるのかが、我々が決める上で大きなポイントだと思う。

[今後の地域づくり小委員会の進め方について]

[地域づくり小委員会の当面の検討事項に係るアンケート実施結果について]


